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●このたびは、当社製品ガーデンスプレーヤーを
お買い上げ頂き誠に有難うございます。本製品
は、園芸用・農業用薬剤の散布または散水を目
的とした製品です。

●この取扱説明書には、正しく安全にご使用いた
だくための注意事項が記載されています。
ご使用になる前に必ず本書をお読みになり、使
用方法をご理解ください。（誤った使用方法は、
事故・ケガの原因となります。）

●取扱説明書は、何時でも見られるように大切に
保管ください。

：※保証書を大切に保管ください］

り•江！,u•り•
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動 力噴 朧器

取扱説明書

MS-252シリーズ

目次

ドリフト（飛散）対策のこ案内・・・ 2

安全上の注意・・・・・・・・・・・・・・ 4

各部の名称と仕様・・・・・・・・・・ 7

こ使用になる前に・・・・・・・・・・ 9

使用方法• ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●● 15 

使用後の注意・・・・・・・・・・・・・ 17

故障と処置・・・・・・・・・・・・・・・ 18

主なアフターパーツについて・・・・・ 21

パーツリスト確認方法・・・・・・・ 22

アフターサービスについて・・・・・ 23
保証書

土翌工皿
14-10 045263302 

ー



匹・
（飛散）

ドリフトの少ない農薬散布を！
食品衛生法が改正され、農薬残留基準にポジティブリスト制度が導入されます。

今まで残留農薬基準値が決められていなかった農薬に、 O.Olppmという一律の厳しい

基準が設けられます。この定められた基準を超えて農薬が残留する食品は、出荷停止・

販売禁止・回収等の対応が求められる可能性があります。

農薬の適正使用はもちろんのこと、散布する薬剤が周りの圃場にドリフト（飛散）し

ないよう、これまで以上に気をつける必要があるとともに、地域一体となった取り組み

が大切となります。

ヽ

ポジティブリスト制度とは

食品衛生法に基づく残留基準値が設定されていない農薬等が一定量以上含まれる食品の販売等を

原則として禁止する制度です。一定量とは「人の健康を損なう恐れのない量として厚生労働大臣が定

める量」として、原則0.01ppmとなっています。（いわゆる一律基準）平成18年5月29日より施行

※詳しくは厚生労働省のHP等をご参照ください。

散布しようとする作物以外に農薬がドリフト（飛散）しないよう
散布時には細心の注意をはらいましょう。

＼＼  っし＄

xr: 
.... •::--,·.::• O.:r • • • • ↓ 

嘩 噂噂

1風の弱い時に風向きに注意して散布しましょう。

農薬ドリフトの最大要因は風です。風のない日や風の弱い時に散布しましょう。

散布中は常に風の状況を把握して注意することが必要です。

I方向や位置に注意して散布しましょう。

出来るだけ作物の近くから作物だけに散布するよう心掛けます。特に圃場

の端部では外側から内側に向けて散布する等、特に注意が必要です。

I適正なノズル・圧力で散布しましょう。

細かい散布粒子のノズルを使用するほど、また散布圧力を高めるほどドリ

”、い フトしやすくなります。必要以上の圧力で散布しないよう注意が必要です。
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ドリフト（飛散）対策のこ案内

F 量を散布しましょう。

必要最小I
散布量が多くなるとドリフトする割合も大きくなります。

薬剤タンクやホースは洗い残しがないよう十分に洗浄を行い、
洗浄水は適切に処分しましょう。

薬剤タンクやホースに使用した農薬が残っていると、次の散布時に作物に薬害が生

じたり、収穫物に農薬が残留してしまう等、思わぬ事態に繋がる恐れがあります。

地域一体となった取り組みが大切です。 ： 
祠白

＇周・）の作物にも登録のある農薬を使用しましょう。

より多くの作物に適用があり、収穫近くまで使える様な農薬を選定する事で、

飛散した場合のリスクを低減する事が出来ます。

＇決められた農薬の使用方法を守りましょう。

使用前には農薬の使用方法を確認し、散布出来る作物や使用量、濃度、使

用時期、総使用回数を必ず守って使いましょう。また、圃場ごとに使用した

農薬や作業内容を必ず記録しておきましょう。

境界区域では農薬散布を控え、周りの作物を
ネットやシートなどで遮断したリ一時的に覆いましょう。

周りの圃場で収穫直前の作物がある場合は、散布日や収穫日を変更する等

の調整をしましょう。

◇圃場同士の距離が近い時

◇隣の食物作物の収穫が近づいてきた時

◇飛散が起こりやすい散布方法・条件の時

農薬散布することを周りの生産者に伝え、

日頃からコミュニケーションをとるなど、

地域の農業従事者同士の連絡を密にしておくことが重要です。
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※こ使用の前に、この「安全上のこ注意」をよくお読みの上正しくお使いください。

ここに示した注意事項は製品を正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危険や損害を
未然に防止するためのものです。また、注意事項は次のように区分しています。

■表示内容を無視して、誤った使い方をした時に生じる危険や損害の程度を
次の表示で「危険」濯告」咽主意」に区分し、説明しています。

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

△危険 人が死亡または、重傷などを負う可能性が
高いと考えられる内容です。

A警告 人が死亡または、重傷などを負う可能性が
想定される内容です。

瓜注意 人が損傷を負う可能性及び物的損傷の
発生が想定される内容です。

®…••この記号はしてはいけない凛止」の内容です。

◎…••この記号は必ず守っていただく「実行」の内容です。

△危険

9
9
9
9
9
9
 

使用する薬剤については、薬剤の取扱説明書を十分にお読みの上、正しく

使用してください。

薬剤は有害です。幼児や子供が触れないように保管してください。

また、保管方法については薬剤の取扱説明書に従ってください。

薬剤が人体、家畜にかからない様に、また、川、池、沼などを汚染しない様

に風向き周囲の状況を十分に確認の上、使用してください。

安全の為、作業中は保護マスク、保護メガネ、保護衣、作業帽、不浸過性の

手袋、作業靴を着用してください。

作業終了後は器具や着衣類を全てよく洗い、作業者も入浴するか、手、足、

顔等を石けんでよく洗い、うがいをしてください。

調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく人体にも有害になる恐
れがあります。薬液の調合の際は、薬品の使用上の注意をよく読み、正しく
希釈してから使用してください。

薬剤を変える時は、必ず前の液を完全に洗い流してから、新しい液を入れて

ください。薬剤が混ざると、化学変化をおこす恐れがあり危険です。
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安全上の注意
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薬剤に被爆した時（誤って飲用した、皮膚に接触した等）は、薬剤の取扱説

明書に従い、適切な処置を行うか、医師の診断を受けてください。

過労、病気、酒気をおびた人、妊娠している人、その他の理由で正常な散布

作業ができない人は散布作業を行わないでください。

少しでも体調が悪くなった時はすぐに医師の診断を受けてください。

散布器具や容器を洗浄した水、残った薬剤は河川や下水などに流さず、薬

害のない方法で処理してください。

◎
[
R
[
 

本取扱説明書を理解していない人はポンプの操作を行わないでください。

ポンプに幼児・子供が触れないよう、隔離措置をして安全な場所で運転して

ください。

必ずACプラグに付いているアース線を接続してください。
アースを接続しない場合、故障や漏電した際に感電する恐れがあリます。

噴霧器運転中は本体を触らないでください。
モーターの熱によりやけどの原因となります。

本体に水をかけないでください。
感電や漏電による事故やケガの原因となります。

噴霧器運転中は本体に物をかぶせたり燃えやすい物を近づけないでください。
モーターの熱により過熱し、発火や故障の原因となります。

噴霧器運転中はガソリンやスプレーなど可燃性の物質を噴霧器の近くで使
用、放置しないでください。
引火し、火災の原因となります。

ノズルを絶対に人や動物に向けないでください。
ケガの原因となります。

修理技術者以外の人は絶対に分解・修理は行わないでください。また改造
は絶対に行わないでください。
異常動作によリケガや製品故障の原因となります。
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安全上の注意

A注意

ロ延長コード使用時は、芯線断面積1.25mm吋15A用）以上で、出来るだけ短

いコードをこ使用ください。細く長いコードの使用は性能低下やモーターの

焼損、ブレーカーが作動する原因となります。

ポンプを1分以上空運転させないでください。
故障の原因となります。

使用後は必ずスイッチを「OFF」にし、 ACプラグを抜いてください。

動かなくなったり異常がある場合は事故防止の為、直ちにご使用を中断し
てお買い求めの販売店に点検・修理をご依頼ください。
そのまま使用すると感電や漏電、液漏れなどによる事故やケガの原因となります。

幼児や子供が触れない場所に保管してください。

園芸用・農業用薬剤の散布または散水以外の用途には使用しないでください。

薬剤を使用するときは、本取扱説明書に記載されている主要薬品適合一覧

表を確認の上使用してください。

強酸性・強アルカリ性の液体、ベンジン・ガソリン等の可燃性の液体、溶剤等は絶対に使用

しないでください。爆発する恐れがあります。

ゴキブリ・ハエ・蚊等に用いる殺虫剤・防疫用薬品、下水・便所等に用いる消毒剤、畜産用

薬品は絶対に使用しないでください。故障の原因となります。

吐出ホース延長時は、全長50m（延長30m)以内としてください。吐出ホース

の延長は、噴霧状態が著しく悪化する原因となります。

市販品を使用するときは、薬剤用高圧スプレーホースで、なおかつ耐圧性な

どが十分なものを使用してください。

〈ラベルのメンテナンス〉
•製品には銘板が貼付されています。
・銘板が見えにくくなった場合や、はがれた場合にはお買い上げの販売店に注文し、
貼りかえてください。
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MS-252C・CL
（ケ—ス付き）

吐出ホース

菜液槽（収納ケース・23L)

ブレーカー 電源スイッチ?1 ＼調圧ノ
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各部の名称と仕様

〈仕様〉

機 種 MS-252C MS-252CL MS-252R 

使 用 場 所 屋内用（本体は雨や水のかからない場所でこ使用ください。）

型 式 水平一連ピストン式

最 大 吸 水 量 SOHz: 3.2L/分 60Hz:4.0L／分

5 0 H z （噴霧時）2.2~（直射時）2.SL／分

ポ 吐出量
6 0 H z （噴霧時）2.7~（直射時）2.9L／分

ン
最 高 圧 力 締め切り時：3.SMPa(3Skgf/cm2) 

プ
ノ ズ ル 噴霧・直射自在調整式

ノ ズ ル 長 さ 54cm 87cm 54cm 

吐出ホース長さ 20m 20m 20m（リール付）

汗土l 」 式 ／ 極 数 分相起動形単相モーター／4P

疋『→―’ 格 煙曰 圧 AC-100V 

モ 定 格 周 波 数 50/60Hz 

I 定 格 消 費 電 力 SOHz: 350W 60Hz: 370W 

夕 出 力 250W 
I 最 大 煙曰 ミIJIL SO Hz : 6.1 A 60Hz : 5.3A 

絶 縁 種 類 E種

ブ レ 力 8A（手動復帰式）

電源コー ド長さ Sm 

正味重量（本体のみ） 9.5kg 9.5kg 15.5kg 

ノズル(54cm)(MS-252C/MS-252R) 1本

ノズル(87cm)(MS-252CL) 1本

吐出ホース(20m) 1本

標 準 付 ロ
吸入ホース(2.Sm) 1本

属 ロロ
余水ホース(2.Sm) 1本

ストレーナー 1個

ジュビリバンド 1個

結束バンド 3本

薬液槽（収納ケース）（MS-252C・252CLのみ） 1個
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田薬液について

A注意 薬品の取扱説明書を十分にお読みの上、記載されている倍率に従い、薬品
を正しく希釈してください。

ゴーゴ—砂0[f>駅万／渉4腎醒醸脚珊舎

ゴーゴーサン・トレファノサイド等一部の薬剤は使用方法を誤りますと、
故障の原因となるばかりでなく、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。
正しい使用方法を必ず守ってください。

① 薬剤は薬剤メーカー指定の希釈倍率の範囲内で必ずご使用ください。

② 使用後は速やかに水洗いをしてください。

（薬液をタンクの中に入れたまま放置しないでください。）

水洗いはタンクの中に清水を十分に入れ、噴霧をさせ、

ホース・ポンプも十分水を通して、完全に洗浄するようにしてください。

水洗いは2~3回繰り返して実施してください。

＆注意
使用方法を誤るとホースや部品を変色させたり、変形させることがあり
ます。必ず使用方法を守ってご使用ください。

1. 主要薬品適合一覧表

乳剤（薬剤を水で薄めて使用） 水和剤粉末の薬を水で溶かして使用）

●殺虫剤 スミチオン乳剤 ●殺虫剤 オルトラン水和剤
マラソン乳剤 ロプラール水和剤
ディスプテレックス (DEP)乳剤 モレスタン水和剤
マシン油乳剤 石灰硫黄合剤
ダイアジノン乳剤 DMTP水和剤
DMTP乳剤
PAP乳剤 ●殺菌剤 ベントレート水和剤

●殺菌剤 ポリオキシン乳剤 マンネブダイセンM水和剤

マイシン乳剤 ダイセン水和剤

サプロール乳剤 ダコニール (TPN)水和剤

ダイセンステンレス乳剤
●除草剤 クサノンS水和剤

●除草剤 クサノンA乳剤 シマジン水和剤
ラウンドアップ 2,4-D 
バスタ

，
 



こ使用になる前に

A注意

心注意

心注意

2. 作業上の注意

薬剤は有害ですから、取り扱いについては必ず薬剤メーカーの指導に従って

充分注意を払ってください。体に付着したときはよく洗い流してください。

ケルセン水和剤（殺ダニ剤）は使用状況により固まることがあり、ポンプの故

障につながりますので絶対に使用しないでください。

水和剤、石灰硫黄合剤をご使用の場合は寿命が短くなる恐れがあります。

こ‘使用の際はバケツ等の容器でよく溶かしてこ‘使用ください。また、ご使用

中に薬液が沈殿しないように良く撹拌してください。

I ●作業は防除用の服装で！ l 
安全のため、農薬の付着や吸入を防ぐため、保護マスク、保護衣、

頭から肩まで覆う事の出来る防水頭巾、ゴム手袋、ゴム長靴、

ゴム前掛けを用意し、危険のない服装で作業してください。

I ●体調のよい時だけ作業を！ l 
少しでも体調が悪くなった時は、すぐに医師の診断を

受けてください。

I ●周囲の安全を確認！ l 
風向きや周囲の安全を確認して作業をしてください。

川・池・沼等汚染しないよう、また、人・家畜に

害のないようにし、作業者の体にもぜったい薬が

かからぬようにしてください。

I ●すべて、よく洗う！ I 
作業が終わりましたら器具や着衣類をすべてよく洗

い、作業者もただちに入浴するか、または手・足・顔

等を石けんでよく洗い、うがいをしてください。

10 



こ使用になる前に

図組み立て
くノズルの組み立て方＞
①ナットとワッシャーをノズルのネジ奥部まではめ込みます。

M8ナット

M8スプリング
ワッシャー

（きりこみあり）

②M8ナットを工具で固定して握リグリップを

ネジの一番奥まで締め付けます。
（ナットと握リグリップを密着させてください。）

、まではめ込む

密着させる
＼ノ1/i

心<

A注意 I締め過ぎはグリップ割れの原因となります。

パッキン

吐出ホース／ベ

（黄色）

1. 組み立てたノズルに吐出ホースを取り付けます。

吐出ホースを工具で固定して、水漏れの無い

ようにしっかりと締め付けてください。

吐出ホースにパッキンが付いているか確認してください。

付いていない場合、水漏れします。心注意

2. 本体に、吐出ホース、余水ホース、

吸入ホース、ストレーナーを取り付け、

余水ホースと吸入ホースを結束バンドで
固定します。

(「P12、4」のイラストを参考にしてください。

また、結束バンドは強く締め付けすぎないよ

うに注意してください。）

●各接続部のパッキンの有無をご確認ください。
●吸入ホースが硬くストレーナーが入らない

場合は、お湯に浸ける等すると入りやすく

なります。

各種ホース接続図

余水ホース
(2.Sm) 

吸入ホース

吐出ホース (2.Sm) 

(20m) 

［ストレーナーの取り付け方）

ドン

＿

ス

バ

ナ

―

リ

＿

ホ

ビ

レ

入

ュ

ト

吸

ジ

ス

／

た（
 

／
 

し
ィ
ー|

i
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こ‘使用になる前に

＆注意 I特に吸入ホース接続部のパッキンが無い場合、吸水しません。

-:`
 

吸入ホース（本体側）

I 
- 吐出ホース（本体側）

I— 

必ず製品付属のストレーナーを取り付けてこ使用ください。使用しない場合、

＆注意 I砂や異物をポンプが吸い込み吐出量・圧力の低下や吸水しないなど、性能に

悪影響を及ぼします。

3. 調圧ノブを「始動位置」にセットします。 調圧ノブ

△注意

始動時「高圧」側にしているとモー

ターロックによるブレーカー作動や

故障の原因となる場合があります。

4. 吸入ホースと余水ホースを薬液槽に入れます。

＆注意

余分な圧力を抜く為、運転中は余

水ホースから液が出ます。余水ホー

スは必ず薬液槽に入れてください。

また、余水ホースが薬液槽より飛び

出ないようホースを固定してくださ

い。

結束バン
吸入ホース

二
＼ 

＆注意

薬液槽は常にきれいな状態を保っ

てください。砂や異物をポンプが吸

い込むと吐出量・圧力の低下や吸

水しないなど、性能に悪影響を及

ぼします。

薬液槽

（収納ケース）

※252Rには収納ケースは
付いておりません。

5. スイッチが「OFF」になっているのを確認し、 ACプラグをコンセントに差し込みます。

＆注意
必ずACプラグに付いているアース線を接続してください。

接続しない場合、故障や漏電した際に感電する恐れがあります。
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こ使用になる前に

図ホースリールについて (252Rのみ）

＜首振リホースリールをフリー状態にする（ホース引き出し時）＞

浅い方の溝にリングを合わせます。

ホースの引き出し方向にリールの向きを合わせるとスム—ズ
に引き出せます。

| 
リング

フリーの状態

＜首振りホースリールを固定する（ホース巻き取り時）＞

深い方の溝にリングを合わせます。

ホースを巻き取るときは、

首振りホースリールを固定すると安定します。

リング
固定された状態

＆注意

＆注意

＆注意

＆注意

巻き取り終点では、ホースが跳ねることがありますのでゆっくりと巻き取って

ください。

固定位置は2ヵ所のみです。

中間位置では固定できません。 固定できる
位躍

リングは必ず2か所の溝（浅い溝または深い溝のどちらか）に合わせてくだ

さい。

首振りホースリールの角度調整時は必要以上に力をかけないでください。

無理に力をかけると破損する恐れがあります。

13 



こ‘使用になる前に

田ベースクミの使用方法 (252Rのみ）
／． 本機は軽度な移動を楽にする為に、スライド式ハンドル及び

［ ャスターがついております。

スライド式ハンドル

キャスター

【ハンドルの伸ばし方】 【ハンドルの縮め方】

ベース

＼ 

一
手や指をはさまないよう
ご注意ください。

臼
← → 

カチッと音がするまで、ゆっくりと引き出

してください。

カチッと音がするまで、ゆっくりと押し

込んでください。

＆注意

＆注意

＆注意

心i注意

＆注意

＆注意

スライド式ハンドル及びキャスターは軽度な移動用のものです。

長距離の移動時でのご使用は避けてください。

スライド式ハンドルで製品をぶら下げることや、スライド式ハンドルに無理な

力がかかるようなご使用は避けてください。

スライド式ハンドルを収納する際、ハンドルとベースの間に手や指をはさまな

いようご注意ください。

使用時や軽トラック等での運搬時には本機を平坦な場所に置き、動かないよ

うにしてください。

本機を立てて使用しないでくだ

さい。使用時及び保管は、水平

状態にしてください。

段差走行をする際、本機が転倒する場合がありますので十分に注意してくだ

さい。
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L使用方法 胃

田噴霧する
1. 握リグリップを左に一杯回して緩めてください。

ゆる

A注意 Iネジが緩んでいないと吸水しない場合があります。

2. スイッチを「ON」にすると吸水を開始します。

壬
吸水後すぐにノズルから液が噴射する可能性がありますので、ノズルをしつ

かりと持ち、ノズル先端を人や動物などに向けないでください。

本体に液をかけないでください。漏電や故障の原因となります。

3. ノズルから液が出ている事を確認してから、調圧ノブを操作し、

お好みの圧力に切り替えます。

調圧ノブ位置

調圧ノブ

＼ 

始動位置 国` 一 一
心；注意

約1分経過してもノズルから液が出ない場合はスイッチを
「OFF」にし、取扱説明書の「故障と処置」をご参照ください。

空運転を続けるとポンプ故障の原因となります。
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使用方法

4
 

噴霧を調節します。

【広範囲に散布するとき】

●握りグリップを右に一杯回すと

締め切り状態になります。

●握りグリップを右にしめていくと

直射から噴霧になります。

--ーー ／ ———-~ / 
/ / -／ 

/ ／ ／ ／I 
~ / / / 

／ 
I 

／ 
／ ／ 

/ ／ / I 
/ / I 

/， I 

しめる

握リグリップ

＆注意
締め切り状態で長時間放置しないでください。

ポンプ故障の原因となります。

【遠くへ飛ばすとき】

●握りグリップを左にゆるめていくと

噴霧から直射になります。

／ 
握リグリップ

5. 散布後スイッチを「OFF」にし、ポンプを停止させます。

16 



「水洗い」や「水抜き」を実施せずに故障した場合は、保証期間中でも

『由-岨』..“:→'となります。

1. 使用後は清水を2~3分噴霧し、ポンプやノズル内の薬剤を洗い流してください。

| ＆注意 1 薬剤がポンプやノズル内に残っていると薬剤が固まったり、またパッキン等

が劣化するなどして、ポンプ故障の原因となります。

2. 収納する時には、スイッチを「OFF」にする前にストレーナーを薬液槽から引き上げ、

調圧ノブを「始動」の位置に戻してください。

ノズルから液が出なくなればスイッチを「OFF」にしてください。

A注意

△注意

凍結のおそれがある場合は、水を通して洗浄した後、不凍液を通してください。

また、ポンプやノズル内に液が残らないようにしてください。（不凍液の取扱説

明書をご確認のうえ、正しくお使いください。）

ノズルから液が出なくなれば直ちにスイッチを「OFF」にしてください。

空運転を続けるとポンプ故障の原因となります。

3. モーター・ホース・ノズル等に付着した汚れを拭き取ってください。

水分が残っているとモーターが錆びたり、故障の原因となります。

●保管時はポンプやノズルをよく乾燥させた後、直射日光の当たらない場所に収納してください。

＆注意
直射日光が長期当たり続けるとホース等が劣化し、散布時破裂の原因となり

ます。

ノズルの水抜き方法 ①反時計回しにしてください
（直射状態） ＼＼ 

①⇒②の順に操作してください

凍結を防止するために
必ず行なってください

②水滴が落ちなくなるまで
下向きにしてください

17 



吸水しない
吸入ホースを外
して吸入口に手
を当てた状態で
運転させ、手が
吸いつけられる
かを確認。

噴霧状態が
悪い

圧力が上がらない

モーターが回る
が噴霧しない

モーターが
起動しない

考えられる原因

吸水弁の固着

噴霧ホース内に圧力が残っている

ストレーナーのゴミ詰まり

噴口穴の詰まり

吸入ホース接続部

パッキンの紛失

吸入ホース接続ネジのゆるみ

吐出弁や吸入弁のゴミ詰まり、消耗部

品（パッキン類、ピストン部品、オイル

シール、バルブクミ、スプリング類、

0リング類、吐出ホース等）の摩耗、破損

噴口穴の詰まり

噴口穴の摩耗

調圧ノブが「始動位置」や

「低圧」側にセットされている

吐出弁や吸入弁の摩耗

処置

棒状のもので吸7.k弁を軽〈押す（処置A(P,20)参照）

握リグリップを緩め、圧力を抜く

ゴミを取り除く

つまようじ等で穴の詰まりを取

り除く（処置B(P.20)参照）

パッキンの有無を確認し、紛失

や破損していれば交換する（こ‘

使用になる前に (P.12)参照）

接続部ネジを締め付ける

お客様では修理困難ですので、

販売店に修理をご依頼ください。

つまようじ等で穴の詰まりを取

り除く（処置B(P.20)参照）

噴板を交換する

調圧ノブを「中圧」「高圧」に

合わせる

お客様では修理困難ですので、

販売店に修理をご依頼ください。

ノズルの組立不具合 1 ノズルを組み立て直し、エ具などで

適度な力で固定させる (P.11参照）

延長コード使用による電圧低下 I延長コード芯線を太いもの

（芯線断面積1.25m面以上）、ま

たは短いものに交換する

噴霧ホース内に圧力が残っている 1 握リグリップを緩め、ホース内

の圧力を抜く

ACプラグの差し込み不良 1 ACプラグがコンセントから抜け

ていないか確認する

ブレーカーが作動している 1 ブレーカーを復帰させる

（ブレーカーについて (P.19)参照）

パッキン類、ピストン部品、オイルシール、バルブクミ、スプリング類、 0リン

グ類、吐出ホース等は消耗部品ですので、保証期間内でも有償修理となります。

交換の目安は100時間ですが、薬剤の種類により寿命が短くなる事があります。
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ブレーカーについて

本製品ではより安全にご使用いただくため、ブレーカーを標準装備しております。

このブレーカーは過電流が流れると作動し、モーターの焼損を防止します。

故障と処置

●復帰方法 スイッチ

①ブレーカーが作動した場合には、ボタンが

飛び出しモーターが停止します。

②電源スイッチを「OFF」にしてください。

③ブレーカーが作動した原因を取り除いて

ください。

④ 1分以上経ってから、ボタンを押し込んで

ください。

※電源スイッチが「ON」のまま復帰しないで

ください。ブレーカーの寿命が短くなります。

●ブレーカーが作動する主な原因

①調圧ノブを「始動位置」以外でスイッチを「ON」にした場合

②延長コード使用やたこ足配線により、電圧降下した場合

③ノズルを締め切り状態で長時間運転した場合

19 
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故障と処置

処置Aく棒状のもので吸水弁を軽く押す＞

吸入ホースを外し吸入口より棒（ドライバー等）を

差して中の弁を数回軽く押してください。

（逆止弁となっており、約3mm弁が

動くと正常です。）

吸入口

＆注意 I強く押すと破損しますのでご注意ください。

それでも作動しない場合は、

少量の水 (2~3cc)を

吸入口に入れ、吸入弁を

棒で軽く押してください。

棒で吸入弁を
軽く押す

汀入ぐぐぺ娑こ一• l 

入弁を
吸入口／ ‘‘̀｀`’’’‘’ '̀ 、~＜/ I 認く押す

＆注意 1モーターに水がかからないようにご注意ください。

処置Bくつまようじ等で穴の詰まりを取り除く＞

A〉組立時、向きに注意

つまようじ等で穴の詰まリ
を取り除く

キャップ 噴板 パッキンノズル

＆注意 I分解時、部品を紛失しないようご注意ください。

20 



パーツはお買い上げの販売店を通じご注文頂けます。

部品コード、部品名をご確認の上、販売店にこ依頼ください。

又、下記に記載のない部品も弊社ホームページよリパーツ表、価格をごらんいただけます。

(P.22パーツリスト確認方法参照）

部 品 部品番号／JAN 部 品 名

吸

入

ホ

ス

吸入ホースクミ

⑯
ー
デレ卜スドンs¥

 
ー切ユ,ソ

0 4 5 8 2 8 0 
吸入ホースクミゆ10X2.5m)
（吸入ホースパッキン付）

0451094 吸入ホースパッキン

0 4 5 1 8 0 3 ストレーナー小

0 4 5 1 8 5 9 ジュビリバンドcp20

余
水
ホ
ー
ス 二 0 4 5 2 7 0 7 余水ホース（cp7X2.5m)

吐

出

ホ

ー

ス

タケノコニップルパッキンA

§小
饂ホースクミ

〉大
タケノコニップルパッキンB

ノ

ズ

ル

パ

イ

プ

0 4 5 8 4 2 0 
吐出ホースクミゆ6X20m)
（タケノコニップルパッキンA,B付）

0450949 タケノコニップルパッキンA（小）

0 4 5 0 9 5 0 タケノコニップルパッキンB（大）

パッキン～

ヽ
真

い 噴板

キャップ（フード）

噴口部分パーツ

【DP-152】
JAN: 4971770-106154 

1ノズルクミ(54cm)<MS-252C/MS-252R> 

【NZ-870】
JAN: 4971770-450677 

1ノズルクミ (87cm)<MS-252CL> 

【PA-300】
JAN: 4971770-108073 

1キャップ（フード）

【PA-301】
JAN: 4971770-108080 

I噴板(cp1.2) 

【PA-299】
JAN: 4971770-108066 

I噴板パッキン

0 4 5 2 2 2 2 握リグリップ

0458449 リール・ベースセット
（後付けで252Rタイプにできます）
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工進製品は全てホームページ上で価格が閲覧できるようになっています。

(http:llwww.Koshin-ltd.co.jp ` ※画像はイメージです

0•••一．．：:: 

--— 
. ..•• 

•··- ·· 
-．＿... 

＂認誓ば喜バナーを
クリック。

＠ 

a悶贔旦贔喜？鰐言｝、レ。

~ --・ 
=-----

竺゚□[—----------~ -----------,[ 
，パーツリストを閲覧するには、

,_ -------------ョ; Adobe Readerソフトウェアが必要です。 ： 
，ご使用のPCにインストールされていない
：場合は、ダウンロードしてください。 • 
ヽ

一

ヽ-------------------------------

回 麟している製品をクリック。

翡 藷

a悶雰げ旱甕翌

型式名
廃止

梱種
ファイル名

ンブ

KR-2匹 ーノ）

KR-2SS<Q::":ノ）

SE42s-MB-1 

SE-25l-MG-1 

s,,.251-aab-1.pdf 

廷251-a•!I-1 .pdf

団虐塁、／`は雲儡三‘
:、勺 ',9’’．、． 

'か1>;:.ぷ
t ...... 塁 g SE・2!l.. .• 心 1紐 25)(01197如）

〗旦旦 I挙ご
※価格は予告なく変更することございます。

部品コードと部品名、必要な個数を正しくご記入ください。

部品コードは、ご記入頂くことで発送が早くなります。
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保
-<］ 
証 書

I持込修理 I

保証期間 1年間
（お買い上げ日より）

高性能モーター式動力噴霧器
※ ・お買い上げ日

機 種 n—テコココレー，，ー MS-252シリーズ 年 月 日

保証期間 お買上げより1年間。但L-1年以内でも ※ 〒

累計使用時間200時間を超えるものは除く。 住所

※お名前
販

忌様
J.9 -し9 氏名※ 〒
店ご住所

電話 （ ） 電話 （ ） 

※に記入のない場合は無効になりますので必ずご確認ください。

この保証書は本書に明記した期間、条件のもとに

おいて、下記記載内容で無料修理をお約束する

ものです。

保証期間経過後の修理等について、こ不明の場

合は販売店にお問い合わせください。

:gエ直
京都府長岡京市神足上八ノ坪12

保証期間内に取扱説明書、本体貼付ラベル

等の注意書きにしたがった正常なご使用状

態で故障した場合には、本記載内容に基づ

き無料修理いたします。お買い上げ日から保

証期間内に故障した場合は、商品と本書を

お持ちいただきお買い上げ販売店に修理を

ご依頼ください。

1.保証期間内でも次のような場合は有料

修理となります。

〈イ〉使用上の誤り、または改造や不当な

修理による故障または損傷。

〈口〉お買い上げ後の落下、運送等による

故障または損傷。

〈ハ〉火災・地震・水害・落雷•その他天災地
変、公害等による故障または損傷。

〈二〉家庭園芸用以外（例えば業務用等）に

使用された場合の故障または損傷。

〈ホ〉本書のご提示がない場合。

〈へ〉本書にお買い上げ年月日、お客様名、

販売店名の記入のない場合、あるい

は字句を書き換えられた場合。

〈卜〉消耗品は有料修理となります。

（パッキン類・ピスドノ部品・バルブクミ・ス
プリング類•Oリング類・吐出ホース等）

〈チ〉車両、船舶等に搭載された場合に生

ずる故障または損傷。

2.本書は再発行いたしませんので大切に

保管してください。

3. この商品は持込修理に限らせていただ

きます。出張修理はいたしません。

4. 本書は日本国内についてのみ有効です。

修理メモ
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r ェ進お問い合わせ相談窓口 l 
●製品についての取扱い方法・商品選定は…

●カタログ等、資料請求は…

●購入後1年以内の製品で故障かな？と思ったら…
お電話頂きます際は、型式•お買上年月日・故障状況をお知らせください。

キョウトのコーシン

臨 0120-075-540
平日： 9:00~12: 00 13:00~17:00 土曜： 9:00~12:00 

（年末年始・夏期休暇等・日祝日を除く）

※フリーダイヤルの受付時間に変更がある場合は、弊社ホームページにてご案内

させて頂きます。

●製品の修理・パーツについては、お買い上げの販売店にご相談ください。

●製品の価格・納期は、代理店・販売店にお問い合わせください。

KOSHIN :ば工皿

- ―  〒617-8511 京都府長岡京市神足上八ノ坪12

改良のため、予告なく仕様を変更する場合がこざいます。 14-10 045263302 
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